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中央即応集団編成完結！

訓示をする久間防衛大臣

三
月
三
十
一
日
、
朝
霞
駐
屯
地
に

お
い
て
、
防
衛
大
臣
、
統
合
幕
僚
長
、

陸
上
幕
僚
長
、
在
日
米
軍
司
令
官
ら

多
数
の
部
内
外
の
来
賓
を
迎
え
て
、

Ｃ
Ｒ
Ｆ
編
成
完
結
行
事
が
盛
大
に
執

り
行
わ
れ
た
。

こ
の
際
、
久
間
防
衛
大
臣
か
ら
安

倍
内
閣
総
理
大
臣
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が

伝
達
さ
れ
た
。

「
本
年
一
月
九
日
、
防
衛
省
を
発

足
さ
せ
、
国
防
と
国
際
社
会
の
平
和

に
取
り
組
む
我
が
国
の
姿
勢
を
明
確

に
示
す
と
と
も
に
、
新
た
な
安
全
保

障
環
境
に
お
い
て
我
が
国
の
平
和
と

安
全
観
点
か
ら
今
後
果
た
す
べ
き
役

割
と
し
て
重
要
と
考
え
ら
れ
る
国
際

平
和
協
力
活
動
等
を
本
来
任
務
と
し

て
位
置
づ
け
た
。

多
様
な
情
勢
の
中
、
こ
の
度
中
央

即
応
集
団
が
新
編
さ
れ
た
こ
と
を
内

閣
総
理
大
臣
と
し
て
心
強
く
思
う
。

国
防
の
最
前
線
、
あ
る
い
は
、
国

際
平
和
協
力
活
動
の
指
揮
、
教
育
訓

練
等
に
当
た
る
諸
官
は
そ
の
任
務
の

重
要
性
を
自
覚
し
て
、
職
務
に
精
励

さ
れ
た
い
。
諸
君
の
今
後
の
活
躍
を

期
待
す
る
。

内
閣
総
理
大
臣

安
倍

晋
三
」

中
央
即
応
集
団
司
令
官

陸
将

山
口

淨
秀

着
任
の
辞

本
日
こ
こ
に
、
防
衛
大
臣
直
轄
部
隊
と
し
て
「
中
央
即
応
集
団
」
が
編
成
を
完

結
し
た
。

司
令
官
を
拝
命
し
た
山
口
陸
将
で
あ
る
。
さ
て
、
諸
官
承
知
の
と
お
り
、
本
年

一
月
、
防
衛
庁
の
防
衛
省
移
行
に
伴
い
、
国
際
平
和
協
力
活
動
が
自
衛
隊
の
本
来

任
務
と
な
り
、
ま
さ
に
陸
上
自
衛
隊
の
中
核
と
し
て
、
国
内
の
各
種
事
態
対
処
は

も
と
よ
り
、
国
際
的
な
平
和
協
力
活
動
を
も
担
任
す
る
本
集
団
を
、
初
代
司
令
官

と
し
て
指
揮
統
率
で
き
る
こ
と
は
誠
に
光
栄
で
あ
り
、
そ
の
責
務
の
重
大
さ
に
身

の
引
き
締
ま
る
思
い
で
あ
る
。

小
職
は
、
こ
の
瞬
間
よ
り
国
内
外
を
問
わ
ぬ
各
種
任
務
に
迅
速
・
的
確
な
対
処

が
求
め
ら
れ
る
「
中
央
即
応
集
団
」
の
地
位
・
役
割
を
思
い
、
「
何
時
、
何
が
起

き
て
も
不
思
議
で
は
な
く
、
自
衛
隊
の
即
応
力
が
試
さ
れ
る
今
日｣

、
諸
官
等
と
も

に｢

所
命
必
遂
。
何
時
、
如
何
な
る
任
務
に
も
即
応
し
、
こ
れ
を
確
実
に
達
成
し
得

る
精
強
で
活
力
あ
ふ
れ
る
部
隊｣

の
練
成
に
全
力
を
尽
く
し
、
国
民
の
皆
様
の
負
託

に
答
え
る
所
存
で
あ
る
。

各
部
隊
・
隊
員
諸
官
に
あ
た
っ
て
は
、
武
力
集
団
の
原
点
に
立
ち
返
り
、
そ
れ

ぞ
れ
の
地
位
、
職
責
に
応
じ
、
国
際
平
和
の
た
め
、
国
家
国
民
の
た
め
、
自
ら
の

部
隊
の
た
め
、
そ
し
て
同
僚
・
家
族
の
た
め
、
名
誉
と
誇
り
あ
る
中
央
即
応
集
団

の
部
隊
・
隊
員
を
目
指
し
、
心
身
を
鍛
え
、
識
能
を
磨
き
共
に
新
た
な
歴
史
の
創

造
に
向
け
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
を
も
っ
て
精
進
す
る
こ
と
を
期
待
す
る
。

終
わ
り
に
、
ゼ
ロ
か
ら
の
出
発
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
本
日
の
編
成
完
結
に
向
け

献
身
的
に
諸
準
備
を
推
進
し
て
き
た
集
団
司
令
部
及
び
隷
下
各
部
隊
、
並
び
に
多

大
な
る
ご
支
援
を
頂
い
た
陸
上
幕
僚
監
部
、
東
部
方
面
総
監
部
を
は
じ
め
と
す
る

関
係
各
位
に
心
よ
り
敬
意
を
表
し
感
謝
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、
現
在
、
遠
く
中

東
ゴ
ラ
ン
の
地
に
て
国
際
平
和
維
持
活
動
に
従
事
し
て
い
る
隊
員
諸
官
、
そ
し
て

ま
た
、
こ
れ
か
ら
ま
さ
に
任
務
に
赴
こ
う
と
す
る
ネ
パ
ー
ル
派
遣
要
員
諸
官
の
健

勝
を
祈
り
、
着
任
の
辞
と
す
る
。

CRFとは
中央即応集団の英訳

Central
Readiness

Force
の頭文字をとったものです

日本地図及び赤の
輪（日の丸）で国
内任務を表現し、
赤の輪（地球儀）
で国際任務を表現
しています。



中
央
即
応
集
団
協
力
会

山
下

信
道

会
長

中
央
即
応
集
団
の
隊
員
並
び
に
ご
家
族
の
皆
様
、
中

央
即
応
集
団
新
編
ま
こ
と
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

私
は
、
こ
の
度
中
央
即
応
集
団
協
力
会
長
を
努
め
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
山
下
信
道
で
ご
ざ
い
ま
す
。

さ
て
、
わ
が
国
を
取
り
巻
く
環
境
を
見
て
ま
い
り
ま
す

と
、
北
朝
鮮
問
題
、
中
国
の
東
シ
ナ
海
に
お
け
る
ガ
ス
田

開
発
等
不
安
定
な
要
因
が
存
在
す
る
中
、
「
防
衛
庁
」
は

「
防
衛
省
」
へ
と
昇
格
し
、
国
際
貢
献
活
動
も
本
来
任
務

へ
と
格
上
げ
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
も
陸
上
自
衛
隊
は

イ
ラ
ク
人
道
復
興
支
援
活
動
、
大
規
模
災
害
に
よ
る
国
際

緊
急
援
助
隊
と
し
て
の
派
遣
、
ゴ
ラ
ン
高
原
に
お
け
る
Ｐ

Ｋ
Ｏ
活
動
等
様
々
な
事
態
に
対
応
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

そ
の
よ
う
な
中
、
自
衛
隊
の
統
合
運
用
の
も
と
海
空
自
衛

隊
と
の
連
携
を
密
に
す
る
等
、
ま
さ
に
時
期
を
合
致
さ
せ

る
よ
う
に
中
央
即
応
集
団
が
新
編
さ
れ
た
こ
と
は
ま
こ
と

に
心
強
く
、
喜
び
に
た
え
ま
せ
ん
。

中
央
即
応
集
団
は
、
「
何
時
い
か
な
る
時
に
も
い
か
な

る
任
務
に
た
い
し
て
も
即
応
し
行
動
で
き
る
」
す
ば
ら
し

い
能
力
を
持
つ
部
隊
で
あ
る
と
伺
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
の

よ
う
な
部
隊
に
対
し
ま
し
て
国
民
の
期
待
は
益
々
高
ま
っ

て
き
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

我
々
中
央
即
応
集
団
協
力
会
は
、
こ
の
よ
う
に
素
晴
ら
し

い
部
隊
を
ご
支
援
、
ご
協
力
で
き
る
こ
と
を
会
員
一
同
無

上
の
喜
び
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
す
が
中
央
即
応
集
団
司
令
官
山
口
淨
秀

陸
将
を
核
心
と
し
て
全
世
界
を
活
動
の
場
と
し
て
ご
活
躍

さ
れ
る
事
と
と
も
に
隊
員
ご
家
族
皆
様
の
益
々
の
ご
健
勝

と
ご
多
幸
を
祈
念
い
た
し
ま
し
て
新
編
お
祝
い
の
ご
挨
拶

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

中
央
即
応
集
団
発
足
に
寄
せ
て

内
閣
府
国
際
平
和
協
力
本
部
事
務
局

国
際
平
和
協
力
研
究
員

（
Ｕ
Ｎ
Ｈ
Ｃ
Ｒ
休
職
中
）

岩
﨑

直
子

こ
の
１
年
間
、
職
場
や
勉
強
会
、
駐
屯

地
等
で
、
主
に
同
世
代
の
自
衛
官
の
皆
さ

ん
と
、
紛
争
や
自
然
災
害
の
現
場
に
お
け

る
民
軍
関
係
に
つ
い
て
意
見
を
交
換
し
、

良
い
刺
激
を
受
け
た
。

本
来
任
務
へ
の
格
上
げ
に
続
き
、
中
央

即
応
集
団
編
成
後
は
、
自
衛
隊
の
国
際
平

和
協
力
業
務
が
ど
う
深
化
す
る
の
か
、
注

目
し
て
い
る
。
一
部
の
人
道
援
助
機
関
で

は
、
難
民
の
大
量
流
出
等
の
危
機
を
想
定

し
、
自
衛
隊
の
輸
送
力
に
関
心
を
寄
せ
る

向
き
も
あ
る
。

ま
た
、
長
年
、
世
界
の
紛
争
地
で
様
々

な
成
功
と
失
敗
を
経
験
し
て
き
た
文
民
の

中
に
は
、
そ
の
知
見
を
自
衛
隊
と
共
有
す

る
こ
と
に
積
極
的
な
国
際
平
和
協
力
の
実

務
家
も
少
な
か
ら
ず
存
在
す
る
と
の
感
触

を
得
て
い
る
。

民
軍
の
棲
み
分
け
等
を
巡
る
議
論
を
踏

ま
え
つ
つ
、
今
後
こ
れ
ま
で
以
上
に
相
互

理
解
が
深
ま
り
、
建
設
的
な
関
係
が
築
か

れ
る
こ
と
を
望
む
。
国
際
平
和
協
力
の
分

野
で
、
我
々
文
民
も
限
ら
れ
た
条
件
の
下

で
、
現
実
と
向
き
合
い
な
が
ら
、
最
善
を

尽
く
す
べ
く
業
務
に
あ
た
っ
て
い
る
。
お

互
い
活
動
の
内
容
や
資
源
に
多
少
の
制
約

は
あ
っ
て
も
目
指
す
質
と
士
気
の
高
さ
に

天
井
は
な
い
。
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長

一
等
陸
佐

古
田

清
悟

国
際
活
動
教
育
隊
長
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佐
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等
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司
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三
等
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豊
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